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ȄᇘɁ઩ᇉȾژȸȢ࣮ࠎࢪᜫȅ

　この40章では、神のྃ屋建設についての命令

が記されています。しかし、神は何の準備もなく

イスラエルの民にྃ屋建設を命じられたのではあ

りません。神はモーセを通して35章4節以降、ྃ

屋の建設のための準備について細かく指示なさっ

てきました。そこではྃ屋がどのような材ၳでど

のように作られるべきか、ྃ屋の内௡に至るまで

細かく規定されていました。ྃ屋の中に置く様々

なऱ具や備品、ऱংの໚についても細かく指示さ

れました。神は事前の準備を民にさせた後、いよ

いよྃ屋の建設を命令されました（40:1，2）。

　しかし、ここでも神はܡに準備させていたྃ屋

の備品やऱ具について、それをどのように配置す

るかについて事前に指示をなさいました（40:3

Ƚ8）。さらに、神はモーセに対して、「ྃ屋とそ

の中のすべてのもの」を聖別するように命じ（40:9

Ƚ11）、アロンとその子らに対しても࿳を注いで

聖別するように命じられました（40:12Ƚ15）。

このように神は、ྃ屋建設の準備からその最終的

完成に至るまですべての面で細かく指示したので

す。また、モーセも神の指示どおりにすべてを行

ないました（40:16Ƚ33）。

Ȅ࣮ࠎࢪᜫȞɜଡ଼țɜɟɞȦȻȅ

　ྃ屋はイスラエル共同体が神に礼拝を献げる場

所です。しかし、神はそのྃ屋の建設において、

このような細かい指示をイスラエルの民になさい

ました。ここからわたしたちは、神礼拝が人間の

主観的な行為、Ᏻ意的な行為ではないということ

を教えられます。神を礼拝する目的は人間のため

ではありません。それは神の栄光のためです。だ

からこそ神はྃ屋建設にあたって、神ご自身の意

志をはっきりとイスラエルの民に示されたので

す。また、神はྃ屋とその中のすべてのものを聖

別なさいました。これはྃ屋がどんなに人間に

とって重要であろうと、神のものであることを意

味しています。ྃ屋も、ྃ屋での礼拝も神の栄光

のためにあるのです。神はྃ屋建設を命じること

によって、イスラエルの民を神の栄光をたたえる

礼拝共同体として形成してくださったのです。

Ȅީ਽ȪȲࠎࢪȾȝȤɞᇘɁᒱ٣ȅ

　40章34節にあるように、完成したྃ屋を׌が

ໞい、主の栄光がྃ屋に満ちました。׌は神の臨

在のしるしです。ྃ屋は単に神を礼拝する場所と

いうだけでなく、神ご自身が臨在してくださる場

所です（33:9を参ચ）。神はྃ屋に臨在すること

によって、イスラエルの民のただ中に住んでくだ

さり、民と共にあってくださいます。40章35節

を見ると、主の栄光が満ちた臨在のྃ屋にモーセ

が入ることができなかったとあります。けれども、

これは主の臨在に人間が近づけないということを

教えているのではありません。主の臨在にあずか

るには主の招きが必要であることを教えるもので

す。神は民をྃ屋へと招くことによって、御自身

の臨在の中に入れてくださるのです。

　しかし、ྃ屋の中だけが神の臨在の場所ではあ

りません。36節にあるように、׌はྃ屋を離れ

ます。神はྃ屋の中だけでなく、全地に満ちてい

ます（詩編72:19、イザヤ6:3）。だからこそ神は、

38節で、「ಓは主の׌がྃ屋の上にあり、夜は׌

の中にغが現れて、イスラエルの家のすべての人

に見えた」とあるように、民がどこにいても共に

いてその旅Ⴙを導かれたのです。けれども、民が

どこにいても神の臨在にあずかることができるの

は、彼らに主の栄光が満ち֜れる特別な場所であ

るྃ屋が与えられているからです。そして、彼ら

がྃ屋において神を礼拝する民であるからです。

イスラエルの民がྃ屋での神礼拝を通して主の満

ち֜れる栄光をたたえる民であるからこそ、どこ

にあっても神は民と共にいてくださるのです。

　新約において神のྃ屋とはイエス・キリストが

共にいてくださる場所です。つまり、キリストの

体である教会こそが神のྃ屋です。わたしたちも

また主の日の礼拝を通して神の栄光をたたえ、神

の臨在にあずかると共に、神の導きの中で一週間

の旅Ⴙを神と共に歩むのです。	 （矢健児ݡ）

	 10月22日	 ྃ屋の建設	 聖書研究

	 テキスト	 出エジプト記	40章
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　愛する子どもたち、おはようございます。

		今から500年ଡ଼、ヨーロッパのドイツ、ヴィッ

テンベルクという町のおઽの教会で、こんなこと

がありました。その教会の๠に、マルチン・ルター

という修道士さんが、『九十五箇条の提題』とい

う文書をഡり付けたのです。このことがきっかけ

となって、教会を聖書の教えに従って改革して行

こうという׋動が広まって行ったのですが、今日

の主の日は、そのことをおぼえる「ਕ教改革記念

日」です。

　ਕ教改革は、何よりも、教会改革で、とくに教

会の“命”と言える礼拝を聖書の教えに従って改

革しようという、礼拝改革の׋動でした。要する

に、その頃は、教会の礼拝が、聖書の教えに従っ

て行われていない状況だったので、それをもう一

度、聖書の教えに従って、神さまのすばらしさが

たたえられるような、神さま中心の礼拝に戻そう

としたわけです。聖書の教えに従って、というの

は、神さまのご命令に従って、ということです。

それで、今日は、ਕ教改革記念日ですから、神さ

まのご命令に従って礼拝することがどんなに大事

かということを、時代はもっともっとさかのぼり

ますが、今からおよそ3500年以上もଡ଼だけれど

も、神さまによってエジプトから救い出されて、

荒れ野を旅していた、モーセさんとイスラエルの

人たちが、その荒れ野で、神さまのご命令に従っ

て、礼拝するようになった様子を見ておきましょ

う。

　神さまは、モーセさんに「臨在のྃ屋」を建て

なさいと命じられました。この臨在のྃ屋は、荒

れ野で、神さまがイスラエルの人たちと一緒にい

てくださる場所、そして、イスラエルの人たちが

神さまを礼拝して、神さまのすばらしさをほめた

たえる場所として与えられたものです。神さまは、

イスラエルの人たちがエジプトを౎出して二年目

の元日、一年の最初の日に、今まで、やっぱり、

神さまのご命令の通りに作って来た、いろんな

品々を配置して、「臨在のྃ屋」を組み立てるよ

うにとお命じになったのです。

Ȳ臨在のྃ屋のٰなどを見せながらȳ

　はい、これが、「臨在のྃ屋」です。それで、

特に大事な場所、ྃ 屋の心௫に当たる場所ですが、

それは、このような四角いテントの中に「至聖所」

と呼ばれる場所が作られました。それで、モーセ

さんが神さまのご命令の通りに行ったことがこの

ように書いてあります。20節、21節です。「次に、

彼はᒙの板を取ってภに入れ、ภにམを差し入れ、

ภの上に贖いのजを置き、そのภをྃ屋の؈に׋

び入れた。そして、至聖所の଒れྃをڥけ、ᒙの

ภをڞてた。主がモーセに命じられたとおりで

あった」。至聖所の中には、ᒙのภ、ຽ通、契約

のภと呼ばれるภが配置されました。実は、その

ภの上の「贖いのज」に、天から、神さまが降っ

てお出でになって、イスラエルの人たちに語りか

けられ、イスラエルの人たちと一緒にいてくださ

	 10月22日	 ྃ屋の建設	 説教展開例

	 テキスト	 	 出エジプト記	40章

	 参ચカテキズム	 子どもカテキズム	問43～50

ȐԨЫɁɀɜȗȑ

　ਕ教改革記念日であるので、できれば、それとの関連で語ることができればと願う。とくに神礼拝の

すべては、人間がੳ手に考え出したものでなく、神様からの߼示によることを子どもたちに知ってもら

いたい。モーセが主の命じられたとおりに行ったことが繰り返し記されていることが重要であろう。な

お、説教展開例は小学校高学年を意識した。

「神さまが命じられたとおりの礼拝」
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るのです。この至聖所は、ྃ屋の他の部分と଒れ

ྃで仕切られました。それは、罪ある人間は、完

全に聖なる神さまと直接にはお会いできない、お

会いすると、罪ある人間は྽ぼされるしかないか

らです。しかし、このྃ屋で、神さまのおそば近

くで、神さまにお仕えする仕事をするように命じ

られた人たちがいました。その人たちが、モーセ

さんのお兄さんのアロンさんとその子孫の人たち

でした。ऱংと言います。15節に、「あなたは、

彼らの父に࿳を注いだように、彼らにも࿳を注ぎ、

わたしに仕えるऱংとしなさい。彼らがこのよう

に、࿳を注がれることによって、ऱং職は代々に

わたり、永遠に彼らに受け継がれる」という神さ

まのご命令が書いてあります。

　さて、モーセさんが、神さまのご命令の通りに、

臨在のྃ屋を組み立てて、それが完成すると、׌

がྃ屋をໞって、神さまの栄光、すばらしさがྃ

屋に満ちました。׌は、神さまがおられることの

目に見えるしるしです。ところで、神さまは、完

全に純粋な霊でいらっし͝います。霊ですから、

人間の目には見えません。しかし、神さまは、׌

を御自身が一緒におられることの目に見えるしる

しとしてくださったのです。それで、神さまが、

契約のภの贖いのजに降ってこられると、׌がྃ

屋をໞい、神さまの栄光がྃ屋に満ちて、モーセ

さんはྃ屋に入ることができませんでした。そし

て、イスラエルの人たちも、荒れ野の旅へと出発

することができませんでした。׌がྃ屋を離れて

ઌると、モーセさんとイスラエルの人たちは出発

できたのです。神さまは、イスラエルの人たちか

ら決して離れることなく、ಓは׌によって、夜は

によって荒れ野の旅を導いてくださいغの中の׌

ました。

　今日の聖書の箇所から教えられること、それは、

神さまを礼拝することは、神さまのご命令の通り

に行うことです。人間が考え出すようなものを礼

拝に持ち込んではいけないということです。たと

えば、先週のお話しのように、神さまを金の子ݱ

のような、目に見える形にあらわして、拝んでは

いけないのです。神さまは命じられました。「あ

なたはいかなる௨も造ってはならない。上は天に

あり、下は地にあり、また地の下のକの中にある、

いかなるものの形も造ってはならない。あなたは

それらに向かってひれ໖したり、それらに仕えた

りしてはならない」（出エジプト20:4，5）。

　モーセさんたちが、神さまのご命令の通りに、

礼拝を行うようになったことは、このとき、モー

セさんが、神さまのご命令の通りに、礼拝の場所、

「臨在のྃ屋」を組み立てたことに示されていま

す。16節にこう書いてあります。「モーセは主が

命じられたとおりにすべてを行った」。

　目には見えない神さまを礼拝するには、神さま

が命じられた通りに礼拝することです。イエスさ

まはこう教えてくださいました。「神は霊である。

だから、神を礼拝する者は、霊と真理をもって礼

拝しなければならない」（ヨハネ4:24）。それで、

今も、わたしたちが、神さまのご命令の通りに礼

拝するとき、神さまの栄光がܵいて、神さまのす

ばらしさがあらわされます。今、わたしたちが、

教会学校の礼拝をしていて、モーセさんのときの

ように׌がこの部屋をໞうことはありません。で

も、聖霊なる神さまがわたしたちと一緒にいてく

ださいます。そして、御言葉の説教を通して、わ

たしたちに語りかけてくださいます。

　今日、ਕ教改革記念日にあたって、もう一度、

神さまのご命令の通りに礼拝することの大事さを

おぼえて、これからも、神さまのすばらしさがあ

らわれ、神さまが喜んでくださる礼拝をみんなで

おささげして行きましょう。	 （長౓川੕）

	Ȭ今週のճ੹聖句ȭ	 出エジプト記	40章16節

モーセは主が命じられたとおりにすべてを行った。
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Ȅɀɜȗȅ

　「ྃ屋建ಃ」を通して、礼拝の大切さ、礼拝によっ

て与えられる恵みを覚える。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　エジプトを出発したイスラエルの人たちは、40

年も旅を続けました。旅の間、人々はテントで生

活しました。「出発！」となると、人々はテント

をたたんで、次の所まで׋んでいきます。礼拝は

どうしていたんでしょうȉ	旅の先々に教会は

あったかなȉ	いえ、荒れ野の旅でしたから、教

会（神殿）はありませんでした。神様は、その代

わりに、イスラエルの人たちが礼拝をするために、

持ち׋びできるྃ屋を、神様の指示どおりに作る

ように命じられました。࿐でიを作り、そこに布

や動物の๧をかけてつくりました。その中心は、

大切な至聖所と聖所です。その外には庭があって、

さらに外側はՏཻ布とಔとでできた囲いがありま

した。人々はこの庭のところで、礼拝したんでしょ

う。旅のときには、ྃ屋を分解して、皆が力を合

わせて׋んだんでしょう。皆でྃ屋を׋ぶ真যを

してみましょう（重いك物を担ぐ真যをして歩

く）。

　大変ですね。そんなに大変なのに、どうして、

神様はྃ屋を作るように命じられたんでしょう

かȉ	それは、礼拝がとっても大切だからです。

そして、ྃ屋は、旅をしていても、神様がイスラ

エルの人たちと一緒にいてくださることの印でし

た。神様は、「正しく」礼拝することも、大切な

こととして命じられたんですよ。

　今は、ྃ屋の代わりに教会で礼拝をします（׋

ばないでいいからよかった！）。私たちは、教会

で礼拝をささげ、喜んで、神様のみ言葉を聞きま

す。そのとき、私たちの目には見えなくても、イ

エス様が私たちと一緒にいてくださるんですよ。

今日は「ਕ教改革の記念の日」です。それは、教

会が、神様が聖書に教えてくださったように、正

しく、喜びに満ちた礼拝をするための׋動の始ま

りでした。

ȄࡾͽȻȝᝈɁፖȠȅ

　「ྃ屋建設」のつもりで、折り紙でภをつくる。

できたら一つを皆の真ん中に置く。

　ภを見ながら、荒れ野にいる間、イスラエルの

人たちは、ྃ屋を中心に生活していたことを、想

௨する。十二部族は、ྃ屋を中心にして、それぞ

れに割り当てられた場所に集まって、テントで生

活した。

　ྃ屋にはಓの間、׌がໞっていた。それは神様

がそこにおられることを示す印。（࿀のようなも

のをかけてみる）。夜は、ճいから׌は見えないȉ

　でも、׌の中にغが現れて、ち͝んと見ること

ができた。不思議！

がྃ屋から離れたら、出発の合図だった。そ׌　

して、イスラエルの人たちが֊動している間、「ಓ

は׌のಔが、夜はغのಔが、民の先頭を離れるこ

とはなかった」（出エジプト13:22）。

Ȅȝᇏɝȅ

　私たちの天のお父さま。今日も私たちを教会に

集めてくださって、皆で一緒に礼拝・分級をする

ことができてありがとうございます。イエス様が、

私たちと一緒にいてくださってありがとうござい

ます。イエス様のお名前によって、お祈りします。

アーメン。

	 10月22日	 ྃ屋の建設	 幼稚科
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	 10月22日	 ྃ屋の建設	 小学科下級

Ȅɀɜȗȅ

　神様が教えてくださった礼拝を守り、従う。

Ȳはじめにȳ

　今日はਕ教改革記念日です。今の礼拝が当たり

まえのようにささげられていますが、多くの戦い

と݂୅を通して与えられたものです。御言葉の教

えに従い、神様中心の礼拝が続けられています。

子ども礼拝のプログラム、内ယを子どもたちと確

認しながら、豊かな礼拝がこれからもささげられ

ますよう祈りましょう。

Ȅॅ᜘ᕹȾᐱȠɑȪɚșȅ

ӱモーセさんにお話しをしたのは誰ですか。（1

節）

Ӳ第一の月の一日、神様はモーセさんに何を建て

なさいと言われましたか。（2節）

ӳ神様はモーセさんにたくさんの命令を出しまし

た。モーセさんは神様の言われたとおりにしま

したか。（16節）

Ȅࠕᩒ΍ȅ

　今、私たちは、教会にいます。もう一度よくこ

の教会を思い出して見ましょう（実際に子どもた

ちと歩いてもいいかもしれません）。࡚関外には

何がありますかȉ（説教題や集会案内の看板など）

࡚関には、受付や聖書讃美歌、週報ボックス、掲

示板などがあります。礼拝室に入ると何がありま

すか。イス、ܟ、オル΄ン、ピアノ、講౭、洗礼

ห、マイク、スピーカー……など。私たちは、大

人の人たちに、全部用意していただいて、毎週礼

拝が守られていますね。礼拝プログラムはどうで

しょう。毎週毎週、同じ方法で礼拝がささげられ

ていますが、これもち͝んと祈りをもって考えら

れたプログラムなんですね。ߘ然にこういうやり

方になっているのではありません。

　ずっとଡ଼のイスラエルの人々にも、神様は

神様を礼拝する場所をつくることを命令されまし

た。それまでは、特別な場所はなかったのです。

神様を礼拝する場所のことを、このときは「ྃ屋」

と呼びました。イスラエルの人々は旅をしますか

ら、ྃ屋は組み立て式で持ち׋びができるもので

した。今の私たちの教会とは違いますね。神様は

モーセさんに、細かに、ྃ屋の大きさや中にどん

なものを置いたらいいのか、詳しくお話になりま

した。そして、人々は、モーセさんの言われると

おり、心から進んで、喜んで、ྃ屋を作るための

材ၳをささげました。また、ベツァルエルとオホ

リアブという神様から特別に知恵が与えられた人

が一生࠼命心を込めて働いて、皆も協力し、ྃ屋

を建てる準備をしました。それから、ྃ屋が組み

立てられ、たくさんの礼拝するための道具が、決

められた場所に一つひとつ置かれました。モーセ

さんは、神様から言われたとおりであることを確

認して、とても喜びました。

　このྃ屋の一番大事なお部屋が「至聖所」と呼

ばれる؈の部屋で、そこには、神様がもう一度く

ださった十戒を書いた板が、契約のภに入れられ

ました。罪がある人間は入ることができない聖な

るお部屋でした。手前の部屋とྃで仕切られ、手

前の部屋には、パンを置くܟや、明かりをともす

金のしょく台、ࣝをたくऱ౭がありました。モー

セさんは神様が言われたとおりのྃ屋を組み立て

ました。自分でੳ手に作ったのでもなく、自分の

みでૐったのでもありません。神様はこのྃ屋ࢡ

をとても喜んだくださったしるしとして、׌でໞ

い、神様のご栄光で満たされました。

Ȅȝᇏɝȅ

　神様、私たちの教会を、礼拝を、神様のご栄光

が現れるものとして祝福してください。アーメン。
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Ȅɀɜȗȅ

　すべて神さまのご命令どおりにྃ屋を建て、礼

拝をささげたモーセの神さまに対する姿勢を通

し、礼拝が神さまのご命令に従って、神さまの栄

光をあらわす為にささげるものであることを学

ぶ。

Ȅʹ˂ɹȅ

　ྃ屋のٰなどを見せながら、聖書を開き下記の

問いに取り組みましょう。

Ⱥ復習Ȼ

　先週の学びはモーセがなかなか山から下りてこ

ないことにイスラエルの民が不安を覚え、神さま

に背き十戒の戒めを破った箇所でした。

1. 神さまは何を見て、イスラエルの民に対して

おീりになられましたかȉ

　（解答例：金の子ݱへのߘ௨礼拝	 ）

Ⱥ1～7節Ȼ

2. 神さまはモーセに何を造るように命じられま

したかȉ

　（解答例：臨在のྃ屋	 ）

Ⱥ8～11節Ȼ

3. 神さまは࿳を使ってྃ屋やその中の全てのも

のをどうするように命じられましたかȉ

　（解答例：全てのものを聖別する	 ）

Ⱥ12～16節Ȼ

4. 神さまはアロンとその子らを何の働きに召さ

れましたかȉ

　（解答例：ऱং　　　）

Ⱥ17～33節Ȼ

5. ྃ屋の؈の至聖所に十戒が入った契約のภを

置くなど、モーセは全て神さまの命じられたと

おりに行いましたかȉ

　（解答例：全て神さまの命じられたとおりに

行った　　　　　　　　　　　　　　　）

Ⱥ34～38節Ȼ

6. ྃ屋が完成するとどうなりましたかȉ

　ǲに入る言葉はȉ

　「ǲは臨在のྃ屋をໞい、主のǲǲがྃ屋に満

ちた。」

　（解答例：׌ȟ栄光	 ）

7. 今のわたしたちにとっての「ྃ屋」とは何に

あたりますかȉ

　（解答例：教会	 ）

Ȅᇏɝȅ

　天の父なる神さま、あなたの尊いお名前を賛美

します。モーセがあなたに命じられたとおりにྃ

屋を建て、神さまの栄光をあらわすために礼拝を

ささげたことを学びました。私たちも神さまを中

心に神さまのために礼拝をささげ、み言葉の恵み

に感謝して一週間の歩みが守られますように。イ

エス様のお名前によってお祈りします。アーメン。

出典：
　岩波書店『旧約聖書Ⅱ　出エジプト記　レビ記』
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Ȅɀɜȗȅ

　神様が与えてくださっている礼拝の喜びを見つ

め直す。

Ȅࠕᩒ΍ȅ

ӱ今日の箇所は、神様がイスラエルに礼拝の場と

して「ྃ屋」を造るように求められ、それが実

現したことを伝えている。イスラエルに礼拝が

与えられた場面と言える。今日の箇所は出エジ

プト記の最後の部分である。物語の結末、話の

最後とは重要なことが書かれている部分。つま

り、エジプトから救われた者達にとって「ྃ屋」

がとても大事ということだ。もう少し言うと、

神様に救われた者達のストーリーは「礼拝」と

いう結末を迎えるということ。聖書は、それほ

どに「礼拝は特別なこと」と君達に告げる。

˭ȅでは、皆にとって礼拝とはどんな時間だろう

かȉ「話が長い」「ప屈でつまらない」こんな

໓に感じるときがあるかも。反対に「元気がで

る」「楽しい」こんなときもあるだろう。礼拝

への感想は様々だろうが、「礼拝とは何なのか」

と問うなら、その答えは「皆で神様と心を通わ

せる場所と時間」である。神様は救いだした者

達と心を通わせるための場所と時間を求めら

れ、それを実現された。これが「ྃ屋」。

Ӳ「礼拝は大切」と言われて、実感のある人は

「あ̛、そうだな̛」と思える。でも実感のな

い人は「そうは言ってもな̛」と思うかもしれ

ない。モノの大切さは、それが無くなったこと

を考えるとわかりやすい。礼拝が君の生活から

なくなるとどうなるのかȉ	礼拝が無くなれば、

神様と心通わせる機会がなくなる。すると、神

様がいるんだか、いないんだかよくわからなく

なってくる。先週、皆は「人生を導くモノがな

いと人は不安になる」と聞いた。そして人は不

安が࠹なので自分で「人生を確かにするモノ」

を決めてそれを自分の人生の確かな手ڥかり、

「神」に仕立て上げる。だがこの世界は神様と

人間が一緒に生きる未来を目指して進んでい

る。まがいモノの神を༣い続ける者に未来の居

場所はない。平たく言えば「いつか྽び去る」。

ౣく整理すると「礼拝なし」ʋ「不安」ʋ「神

をねつ造」ʋ「྽びる」ということ。生活の中

に礼拝があるかどうかが君の未来をऒ右する。

反対に礼拝で神様と心通わすことが出来たな

ら、それは安心となり、神様を造るのではなく

神様に自分という人間を造りかえられて、いつ

までも続く喜びへと君は至る。

ӳだが神様と心を通わせるためには௖手の思いを

知らなくてはならない。人間もそうだが「思い」

は「言葉」となって現れる。皆がどれだけ自分

の思いを投げかけても、神様の思いを受け取ら

なくては一方通行。礼拝では説教を通して、君

達に神様の思いが投げかけられる。もしそこで

の言葉がわからなければ礼拝はప屈な場かもし

れない。でも、君達は成長著しい中学生である。

必ず言葉は少しずつわかっていく。神様の言葉

がわかってくると礼拝は少しずつ神様がわかる

場所になっていく。礼拝のあるところに神様は

必ずおられる。そのハッキリ度は成長期の君達

に個人差があるだろう。それぞれ今受けている

神様のハッキリ度が、礼拝のある生活の中でま

すますクッキリ鮮やかにされることを願う。

Ȅᇏɝȅ

　私達と心通わすことを求められる神様。「私達

を愛しておられるあなたが確かにおられる！」と

ますます、ハッキリわかるようにしてください。

アーメン。


